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＜水道施設設計指針 2012 の主な特徴＞

①関係法令の改正等に対応
・「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（H20 改正）、
「水道施設の技術的基準を定める省令の一部を改正する省
令」（H20改正）等、最新の法令に対応。

②水道ビジョンなど国の施策を反映
・水道ビジョンの目標達成にむけ、その基本である、「安定・
持続」を具体化するための施設整備について考え方を示
したほか、アセットマネジメント、広域化や公民連携等
についても記述。

③新技術などの新たな知見
・紫外線処理設備について記述したほか、新エネルギーと
して小水力発電、太陽光発電を記述する等、前回の改訂
以降の新たな知見を反映。

④東日本大震災における水道施設の被害を踏まえ
た記述

・非常時にも水を供給できるよう信頼性の高い施設づくり
に対応し、新たにリスク管理の項を追加。
・津波対策について記述したほか、液状化対策についての
記述を充実。

⑤読みやすさ、使いやすさに配慮
・読みやすさを考慮し、Ａ4判として表記を工夫。
・最新図表の使用や具体的事例の紹介などにより、実務上
の利便性を向上。
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